
［標準様式例７－３］ 随意契約結果及び契約の内容（公募型委託研究）

業 務 の 名 称
超広域から狭域に渡って気候変動による海岸地形の長期変動が推定
できる海浜変形数値モデルの開発及び実用化に関する研究

業 務 概 要

本研究は、河川からの土砂供給と沖合への損失を考慮しつつ、過去
および近未来の極端擾乱および定常時における気候変動が海浜変形
に及ぼす影響を考慮し、現実に近い海岸地形変化を推定する「高潮、
波浪、潮汐、高波の越波および打ち上げ、氾濫、河川流量、海浜変形
の結合モデル」を開発するものである。

支出負担行為担当官

国土技術政策総合研究所長 天野 邦彦

茨城県つくば市旭１番地

契 約 年 月 日 令和3年6月11日

契 約 業 者 名 国立大学法人 熊本大学

契 約 業 者 の 住 所 熊本県熊本市中央区黒髪二丁目３９番１号
契 約 金 額 ( 税 込 み ) ¥9,999,000
予 定 価 格 ( 税 込 み ) ¥9,999,000－

随意契約によることとした理由

本委託研究については、国土交通省水管理・国土保全局により設置
された学識経験者等からなる河川技術評価委員会において、あらかじ
め研究開発課題の公募を行い、同会議において審査基準にもとづき審
査された結果、令和3年2月、本研究課題及び委託先（熊本大学）が選
定されたものである。なお、令和2年度の審査基準、選定結果等につい
ては、国土交通省水管理・国土保全局ホームページ等で詳細に公表さ
れている。
以上のことから、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令

第１０２条の４第３号の規定により、随意契約するものである。

業 務 場 所 茨城県つくば市旭１番地
業 種 区 分 －
履 行 期 間 （ 自 ） 令和3年6月12日
履 行 期 間 （ 至 ） 令和4年3月11日
落 札 率 -
再 就 職 の 役 員 の 数 -
備 考

契約担当 官等 の氏 名並 びに
その所属する部局の名称及び
所 在 地


